
別添３

委員名： 応募者名：

審査項目 得点

①「令和７年度途上国におけ
るフロンのライフサイクルマネ
ジメントに関する先進的モデ
ル事業」に対する理解度

10

②先進的モデル事業を実施
する国や関連する課題に対
する理解度

10

①提案する先進的モデル事
業の内容

20

②提案する先進的モデル事
業の計画・内容の効果・効率
性、妥当性、実現可能性、先
進性、導入可能性

10

③提案する先進的モデル事
業の横展開可能性

10

④提案する先進的モデル事
業におけるフロン漏洩抑制・
削減効果の考え方、算出方
法

5

⑤提案する先進的モデル事
業と関連国際制度やフロンイ
ニシアティブとの整合性・相乗
効果

5

①応募者の業務遂行確実性 5

②業務の内容ごとの業務従
事者の配置、役割分担等

5

・フロン漏洩抑制・削減効果の考え方、算出方法
が正しいか。
・応募事業を実施した場合、直接的な削減量、波
及効果を含む間接的な削減量はそれぞれ妥当
か。

・モントリオール議定書やパリ協定等の国際的な
枠組みに基づく対象国の既存の取組と整合性が
とれているか。
・環境省が推進するフロンイニシアティブ（IFL）と
の積極的な連携が図られているか。

事業及び実施
に向けた課題に
対する理解度
（別添１）

1 20

3 ・応募者は業務が無理なく実施できる事業実施体
制を準備しているか。
・連携する団体(共同応募者及び再委託先等)が
ある場合には、応募者だけでなく連携する団体を
含めた事業の実施体制は適切か。また、団体ごと
の役割分担及び資金の流れが分かる体制図を作
成されているか。

令和７年度途上国におけるフロンのライフサイクルマネジメントに関する先進的モデル事業に係る企画書等審査基準及び採点表

審査基準企画書作成事項

・応募事業の背景をよく理解しているか。
・応募事業の目的が、「令和７年度途上国におけ
るフロンのライフサイクルマネジメントに関する先
進的モデル事業」の目的・趣旨に合致している
か。

配点

・応募者は対象国・都市や地域に精通している
か。
・応募者は対象国・都市や地域で過去に事業等
を行った実績・経験があるか。
・応募者は応募事業分野について高い専門性を
有しているか。

50

業務実施体制
（別添１）

10

・先進的モデル事業の計画・内容は横展開可能
か。

業務実施方法
等の提案
（別添１）

2

・先進的モデル事業を提案する国における、事業
関する法令・政策的枠組、事業環境、課題につい
て理解・特定をしているか。
・途上国でのフロン類のライフサイクルマネジメント
構築に向け、どのような課題があるか理解してい
るか。

・先進的モデル事業の計画・内容が効果的なもの
か。
・先進的モデル事業の計画・内容が効率的なもの
か。
・先進的モデル事業の計画・内容が妥当なもの
か。
・先進的モデル事業の計画・内容が実現可能なも
のか。
・先進的モデル事業の計画・内容に先進性が認
められるか。
・先進的モデル事業の計画・内容は導入可能性
が高いか。

・特定された課題解決にあたり、先進的モデル事
業が将来達成を目指す上位目標と、事業が本年
度の実施により達成する獲得目標、それを実現す
るための活動、そのための方法や技術が、ロジカ
ルに整理・構成されているか。



4
業務実績
（様式任意）

過去における開発途上国に
おけるフロンのライフサイクル
マネジメントにかかる事業に
関する業務の実績

10 10

5

組織の環境マ
ネジメントシステ
ム認証取得状
況
（コピー可）

組織の環境マネジメントシス
テム認証取得状況

5 5

6
見積価格・積算
内訳
（別添２）

5 5

【採点基準】
（５点満点の場合）
・優（十分満足できる）　　５点
・良（満足できる）　　　３点
・可（満足できるレベルよりやや劣る）　１点
・不可（満足できない） 　 ０点

（１０点満点の場合）
・優（十分満足できる）　　１０点
・良（満足できる）　　　６点
・可（満足できるレベルよりやや劣る）　２点
・不可（満足できない）　　０点

注）積算内訳書において、再委任に係る外注費が見積価格の１／２以上である場合は、不適切として選定対象としないことがある。

合計

・応募内容に対する価格の妥当性及び経費内訳の妥当性を評価する。

（2０点満点の場合）
・優（十分満足できる）　　2０点
・良（満足できる）　　　12点
・可（満足できるレベルよりやや劣る）　4点
・不可（満足できない）　　０点

100

・業務実績、内容及び件数を考慮し、評価する。
　開発途上国におけるフロンのライフサイクルマネ
ジメントにかかる事業に関する業務の実績が3件
以上あれば可(2点)とし、内容や件数によって加点
する。

・事業者の経営における主たる事業所（本社等）
において、環境マネジメント認証取得があるか。１
つでもあれば加点（５点）する。事業者の経営にお
ける主たる事業所において、ＩＳＯ１４００１、エコア
クション２１、ＫＥＳ、エコステージ、地方公共団体
による認証制度などのうち、第三者による環境マ
ネジメント認証取得の有無、有の場合は認証の名
称を記載し、証明書の写しを添付すること。ただ
し、環境省と契約する時点において認証期間中
であること。


